
日 常 点 検 表                
 

 
点   検   結   果（ ◯ ☓ ） 

点 検 箇 所 点 検 内容 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

ブレーキリザーバタンク 液量が適当か                                

バッテリ ※液量が適当か                                

ラジエータ（冷却装置） ※冷却水の水量が適当か                                

ファン・ベルト（▲） ※張り具合、損傷                                

エンジン・オイル ※オイル量が適当か                                

エ
ン
ジ
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ル
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ム
の
点
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ウィンド・ウォッシャ・タンク ※液量が適当か                                

タイヤの空気圧が適当か                                

亀裂、損傷はないか                                

異状な摩耗がないか                                

※溝の深さは十分あるか                                

タイヤ 

■ディスク・ホイールの取付状態                                

灯火装置及び方向指示器 
 点灯・点滅具合が不良でな

く、汚れや損傷がない 

                               

車
の
周
り
を
ま
わ
っ
て
点
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◎エア・タンク タンク内に凝水はないか                                

ブレーキ・ペダル 
踏みしろが適当で、ブレー

キの効きは十分か 

                               

駐車ブレーキ・レバー 
引きしろ（踏みしろ）が適

当か 

                               

※かかり具合は適当か、異音

はないか 

                               

原動機（エンジン） 

※低速、加速の状態は適当か                                

ウィンド・ウォッシャ ※噴射状態は良好か                                

ワイパー ※拭取りの状態が良好か                                

◎空気圧力計 空気圧力の上がり具合                                

運 

転 

席 

で 

行
う 

点 

検 

◎ブレーキ・バルブ 排気音は正常か                                

運行中の異状箇所 
当該箇所の異状が 

ないこと 

                               

点検を実施した運転者名（印）                                

運行可否の判断 
可 

否 

可 

否 

可 
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可 
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整備管理者 の確認欄                                

運行管理者 また又は点呼補助者 の確認欄                                

 ※印の点検項目は、自動車の走行距離や運行時の状態などから判断した適切な時期に行えばよいものです。       ◎印の点検箇所は、エア・ブレーキが装着されている場合に点検してください。 

 ▲印の点検箇所は、「自家用乗用など」に分類される自動車にあっては、定期点検の際に実施してください。      ■印の点検項目は、車両総重量８トン以上または乗車定員30人以上の自動車の場合に限って点検してください。 

 点検終了後は、整備管理者等に結果を報告し、整備管理者等は点検結果を確認し車両の運行可否を決定し、確認の押印等をしてください。 

     年   月分 

      営業所・支店 
車 番 （         ） 


